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大深度水圧下におけるモールドコネクター

性能試験及び安定性向上の研究

中條 秀彦＊1　青木 太郎’l　島村 崇＊1

10,000m 級無人探査機 厂かいこう」には多くの電子機器間を結ぶモールドコネク

ターと油漬コネクターが使用されている。前者は20,000PSI に耐えるコネクターが

比較的安価に市販されており，取り扱いも容易である。また，後者はたいへん耐圧

性に優れているか, 高価で繊細な取扱を要求される。今回トラブルが多発した「か

いこう」使用のモールドコネクターを大深度圧下（O～l,275kgf/cnf)において試験を

し性能を評価した。その結果，モールドコネクターは圧力により接触抵抗変動を起こ

す事が明らかになった一方で, 嵌合部への積極的なグリース使用は，この変動を抑制

できる事が確認された。また，ソケットレセプタクル／ピンプラグの組合せによる大

深度圧試験ではコネクター内部に変形が生じた。対策としてモールドコネクターと交

換可能な小型均圧型油漬コネクターを試作し，大深度圧試験において良好な結果を得

た。
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Performance  Evaluation and Stability Improvement
of Molded Connectors at Great Water  Depth

Hidehiko NAKAJOH*2  Taro  AOKP2

Takashi MURASHIMA*2

The  10,000m  class ROV  "KAIKO"  used  two  type's connectors,  molded  connectors  and  oil

filled connectors.  The  former  has  20,000  PSI  maximum  water  pressure  when  operated  under

open  face  conditions.  It is inexpensive  and  easy  to handle.  This  type's connectors  are  quite

ordinary.  The  characteristic of latter is very durable, expensive  and  require caution in handling.

We  designed  the  new  type's  small  oil filled connector  which  is able  to  exchange  with  a

molded  connector  compatible  . We  tested  the  performance  evaluation  under  the  deep  sea

conditions  about  both  type's  connectors,  molded  type's using  in "KAIKO"  system  and  new

type's one. The  following  operational  results were  obtained  : the molded  connectors  of contact

electronic resistance were  increased  or  decreased  in  number  according  to  pressure.  This

situation  was  not  apparent  on  using  much  grease  or insulok  tie to prevent  grease  leakage.

Some  molded  type's connectors  were  damaged  at more  than  900kgf/cnf pressure. The  use of oil
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filled connector as we designed led to a good  result when  these was  no change  due to pressure.

Key  Words  : ROV  "KAIKO",  molded  connector, oil filled connector

１　はじめに

海洋の最深部までの調査及び 厂しんかい6500」の救難

を目的とした10,000m級無人探査機「かいこう」の開発

は，いくつかの課題を克服しながら平成６年２月29日に

マリアナ海溝最深部10,911m に到達し，すべての検査を

終了した。その後10,000m級無人探査機「かいこう」は

操作慣熟訓練のため，岸壁訓練・実海域試験を繰り返し

行ってきた。その期間を利用してシステムの機能及び信

頼性の一層の向上を図るため，海域試験における運用結

果等を踏まえ，必要に応じ個別機器の性能評価を実施し，

所要の処置を講ずるとともに，機能向上等に必要な研究

課題の検討を行ってきた。

現在無人探査機「’かいこう」には多くの電子機器間を

結ぶ水中コネクターが使用されている。大きく分けると

２種類の水中コネクター外装が使用されている。一つは，

コネクターを合成樹脂で固めたモールドコネクター。も

う一つは，コネクターはチタン合金製，ケーブルは油漬

けにし，全体が均圧構造をした油潰けコネクターである。

この油漬けコネクターは，耐圧性に優れているが，高価

で繊細な取扱いを要求されるのに対して，モールドコネ

クターは，オープンフェイスで20.000PSI (約l,400kgf/

cnf）の水圧に耐える構造をした物が，比較的安価に市販

されており，また，その取扱いも容易である。それゆえ

に，モールドコネクターは広く一般的に利用されている。

しかし，高い耐圧性を有したモールドコネクターを使

用しているはずの無人探査機「かいこう」ではあるが潜

航中に水圧による接触不良と思われる計器の不具合を起

こしたことがあった。この件に関しては，コネクターが

合成樹脂で固められているとはいえ，金属のように強固

な素材ではないため，水圧による形状の変形が何か影響

をしているのではと指摘されていた。

今回の試験は「かいこう」に使用されているモールド

タイプのコネクター(Brantner 社製）の大深度水圧下に

おける性能評価と，根本対策品としてモールドコネクター

と交換可能なローコスト小型均圧型油漬コネクターを試

作し，性能評価することが目的である。

高圧力下のコネクターの状態を調べるため，4 ・12芯

の２種類のモールドコネクターに0 ～l,275kgf/crfまで

の圧力をかけ，数分間l,275kgf/c㎡を保持し，その後，常
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圧まで下げる。この圧力試験を数回繰り返しつづけて行

う繰り返し圧力試験を実施した。使用するコネクターの

各ピンは一つのループになるようにつなぎ,繰り返し圧

力試験中はコネクターに定電流(MIL-C-20482 規格に準

じた電流値1））を流す事によってその間の電圧変化を記

録し，接触抵抗の変動を調査した。実験の前後には外観

検査と各ピンのコンタクト押脱力検査を実施し圧力によ

るコネクターの形状変化を調べた。

性能試験項目2）（複数同時試験項目を含む）

①　外観・寸法検査

②　コンタクト押脱力検査

③ 絶縁抵抗検査（DC500 ｖ印加時）

④ 耐電圧検査(ACl.OOOVr.

⑤ 接触抵抗検査（電圧変動検査）

⑥ 熱衝撃検査（－60～150°C）

⑦ 繰り返し耐水圧検査（O ～l,250kgf/c・D

⑧　リーグ検査(l,250kgf/c㎡時）

⑨ 解体検査

今回の繰り返し耐水圧検査の接触抵抗検査によって，

モールドコネクターは大小の差はあるが圧力の上昇にと

もない電圧が変動すること，すなわち接触抵抗が変動す

ることが確認された。また，今回はじめてコネクターの

嵌合時に使用するグリースの影響についても確認を行っ

た。グリースを使用することによって圧力によるコネク

ターの接触抵抗変動をかなり抑制できることが確認でき

た。また，４芯ソケットレセプタクル/ピンプラグは高

圧力にさらされるとコネクターの内部が変形してしまう

ことも判明した。

今回試作した小型均圧型油漬コネクターはモールドコ

ネクターとの相性も良く，繰り返し圧力試験においても

圧力による影響を受けない良好な結果を得た。

また，追加試験として，別の水中コネクターメーカー

のMacArtney 社のＳＵＢＣＯＮＮシリーズのコネクターに

ついても同様の性能試験を行い比較を試みた。
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2 モールドコネクター性能評価試験

2.1 レセプタクル単体(オープンフ ェイス〉試験

(圧力試験・熱衝撃試験)

Brantner社レセプタクル4芯と 12芯をそのままオー

プンフェイスにて， 1 ，250 kgf / crrr ， 1時間加圧 (油圧に

て)を行った。また別の同型のコネクター 4芯と12芯を

熱衝撃試験(←60---150CC，5サイクル)後.オープンフェ

イスにて1，250kgf/cnt，1時間加圧(油圧にて)を行っ

た。加庄中はリ ーク電流の測定を行い，試験後，損傷の

有無を調査した.コ

その結果，圧力試験・熱衝撃試験ではなんら異常は認

められなかった。

このことにより Brantner社製のレセプタクルは耐圧

性があると判断し次のプラグとの組み合せ試験を行った。

2.2 繰り返し圧力試験

4芯・ 12芯の各レセプタクルとプラグを蔽合させ0，.....，

1，257kgf/crrfまで加圧を繰り返し行い，加庄中の接触抵

抗を測定することでコネクターの圧力への影響を考察し

た(写真上 写真 2)。

阪合方法については無人探査機「かいこうーで使用さ

れているコネクターの蔽合方法(3種類)に準ずるもの

としfニc第 lは一対のレセプタクルコネクターとプラグ

コネクターをゴムモールド部のみにグリース(高真空用

グリース:東レ・ダウ ごーニング ・シリコーン(欄)を塗

布する一般的な方法。第2はコンタクト部にもグリース

写真1 圧力試験装置

Photo 1 De'lice fo!' pressure test. 
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を塗る方法(写真3)であるがF このグリ ースの必要性

に関しては作業現場でも決まった手-法がなく，その効具

についても今回考察した。第3はコネクターに入れたグ

リースが外に出てこないように蔽合したコネクターをイ

ンシュロックで止める方法である(写真4)

写真2 試料

Photo 2 Test samples. 

写真3 グリース入り

Photo 3 Test case with grease. 

写真4 レセプタクル/プラグ』バンド止め

Photo 4 Receptacle and plug connector with a insulok 

t1e. 

95 



験的に判明した。

4芯コネクター(ピンレセプタクル/ソケッ

トプラグ)

① グリースなしの場合

結果を図2aに示す。グリスなしにおける圧力試験で

は，同じ 4芯でもソケットレセプタクル/ピンプラグの

時のような大きな電圧の変動は起きず，圧力変化による

電圧の変動はほとんどなく，常圧時の電圧値を保ったま

まであった。

2.2.2 

しかしこのo-1，257kgf/cnrの繰り返し圧力試験後，
骸合したコネクター同士を一度引き離した後，再び蔽合

しようとしてもコネクターが帳合出来ない程にコネクター

が変形した状態になっていた。そこで，コネクターの内

部状態を詳しく調べるためコネクターを縦にスライスす

る解体検査を行った。その結果，ソケットプラグのスリー

ブとコンタクトが内側に変形していることが判明した。

(詳細は4章を参照)

②依合部にグリースありの場合

結果を図2bに示す。グリースありにおける圧力試験

3回目
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4芯コネクター(ソケットレセプタクル

/ピンプラグ)圧力試験

①俵合部にグリースなしの場合

(ゴムモールド部のみにグリースを塗布し，蔽合

部には積極的には塗布しない)

結果を図laに示すO グリースなしにおける加圧試験

では，圧力を上げた直後から電圧変動(接触抵抗変動)

が現れた。その後，電圧(接触抵抗)は圧力の増加とと

もに急激に増加し一定となった(平均電圧糊日幅26mV)。

1， 257kgf / cnfで、保持中はコネクターの電圧値も一定のま

ま保たれた。また減圧時は圧力の減少に応じて急激に

下がり始め， 0 kgf/cnfの常圧では，ほぼ加圧前の状態に

戻った。繰り返し 5回加圧をしたが，いずれも同じ傾向

を示した。これは明らかに水中コネクターが圧力による

影響を受けていることを示している O

他の同型の試料による同様の繰り返し圧力試験でも同

様に電圧の変動が見られたが800--1， OOOkgf/ cnfの問で電

圧に瞬間的なパルス状の増加現象(瞬間最大変化幅82m

V:825kgf/cnr時)も見られたほか，急激な減圧時にも幅

の小さいパルス状の電圧変動が見られた(図 1b)。

この様なパルス状の電圧変動は他の雄雌の組み合わせ，

4芯コネクター:ピンレセプタクル/ソケットプラグの

組み合わせや， 12芯コネクターにおける圧力試験では見

られなかった。

②蔽合部にグリースありの場合

結果を図 1cに示すO グリースありにおける繰り返し

加圧実験では，グリースなしの場合に起こった大きな電

圧変動やパルス状の瞬間的な電圧変動は全く現れなくな

り，コネクターの電圧は圧力による影響をあまり受けず

ほとんど平坦な状態で推移し，最大でも 4mV程度の増

加であった。

この実験より，グリースを使用することによって圧力

による電圧変動すなわち接触抵抗変動を抑制する効果が

あることが判明した。

③ 
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図1 4芯ソケットレセプタクル/ピンプラグ圧力試験結果

Fig. 1 Results of pressure test of 4 pin Socket 
rcccptacle/Pin plug connector. 
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グリース十インシュロック止め

さらにグリースがはみ出ないようにバンド止めした場

合では，繰り返し圧力試験中には小さな変動(最大5m

V増加)でほぼ安定して推移した。実験結果はグリース

をありの場合とあまり変わらなかった。圧力試験中の電

圧変動がグリースを使用することでかなり押さえられて

いると考えられるが，今回のこの試験だけではバンド止

めの効果の有無を判断することは出来なかった。

しかしあとの12芯による繰り返し圧力試験において

バンド止めはグリース使用を助ける効果があることが実
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減圧時には一定となっていた電圧も下がりほぼ加圧前の

{直に戻った。この l回目の加圧時に起きた現象は 2回目

以降の圧力試験に現れていないこと また 2回目以降の

電圧変化が全て同じ変化を示したことから考えると，

ネクターが確実に接続していなかったために発生した現

象ではないかと推測される。 2回目以降の圧力試験では，

加圧時にゆっくり電圧が減少し始め，保持中は一定の値

を保ち，減圧時に元に戻る，山形状の変化を繰り返した。

②帳合部にグリースありの場合

結果を図3bに示すO グリースありにおける圧力試験

電圧変動がグリースなしの時に比べてかなり小さ

(最大13mV増加)0また 1出自の圧力試験後，

常圧に戻ったときの値は実験開始前の値より若干

(lUmV)高い値を示したが2回目以降はこの値から始

コ
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まり，この値に戻った。

③ グリース+インシュロック止め

結果を図3cに示すO さらにグリースが出ないように

バンド止めした場合は，ほとんど変動が見られなくなっ

た(最大3.3mV増加)0 
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図2 4芯ピンレセプタクノレ/ソケットプラグ圧力試験結果

Fig. 2 Results of pressure LesL of 4pin Pin receptade 

Socket plug connector. 

では，加圧開始とともに徐々に電圧が下がりはじめ，加

圧開始時より約15mVの電圧低下した時点で一定となっ

この値は圧力保持中も一定でたもたれ，減圧して常

圧に戻った時の電圧は 1回目は開始前よりも5mV高い

電圧値に戻ったが2回目以降は 1回目に戻った電圧値か

ら始まりほぼ開始時の値に戻ったO

この実験後，もう一度グリースをエアーで吹き飛ばし

て加圧試験を行ったところ。コネクターを一度引き離し

た後，再び依合しようとしたところ，この場合もやはり

コネクターが依合出来ない状態になっていた。そこでグ

リースなしの場合と同様に，コネクターの内部状態を調

べるためコネクターを縦にスライスする解体検査を行っ

その結果，やはりソケットプラグのスリーブとコン

タクトが内側に変形していることが判明した。このグリー

スを使用した実験から，グリースを入れることによりコ

ネクターのコンタクト部の変形を防ぐ事が出来る効果も
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明らかになった。

12芯コネクター(ソケットレセプタクル/

ビンプラグ)

2.2.3 

時間 (min)

図3 12芯ソケットレセプト/ピンプラグ圧力試験結果

Fig.3 Results of pressure test of 12pin Socket 

receptacle Pin plug connector. 

① グリースなしの場合

結果を図3aに示す。グリースなしにおける圧力試験

では， 1回目の加圧開始から急激に電圧低下が起こり加

圧前の値より最大68mV電圧が減少した所でほぼ一定と

この急激な電圧低下は圧力保持中に徐々に元になった。
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戻り始め，開始時より15mV減少の値で一定になった。
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写真5 試作均圧型油漬コネクター

Photo G Oi1 fiLed connector as a mode1. 

4芯ではあまりインシュ ロック止めの効果はグリース

の効果に隠れて分かりずらかったが， 今回12芯では廠合

部にグリ ースありの場合よりもさらに電圧変動が小さく

なった事によりイ ンシュロックのバンド止めによる効果

が確認できた。

3 試作均圧型;由漬コネクター

今回試作した小型均圧型油漬コネクター (ソケッ トレ

セプタクル/ピンプラグ)は 「かいこうjで使用されて

いるそールドタイプのコネクターと受換可能な油漬コネ

クターである。コネクターの外装シェルはチタン合金製，

ケーブルは油漬けにされ完全に均圧構造をしている。ま

た，このプラグコネクターの飯合部は特殊な構造をして

おり，般合するとケーブル部内部に満たされている油が

コンタクト部にまで出てきて接触したピンとコンタクト

も油で覆われ完全な均圧構造となる(写真5)cなお，

Brantner社製レセプタクルと組み合わせて使用する場

合は，レセプタクノレ側依合部の山を削る加工が必要であ

る。

今回は4芯の物を試作し， モールドコネクターのレセ

プタクルと椴合させo"'_1，275kgficnfまで加圧を繰り返
し行い， 加庄中の電圧(接触抵抗〉を測定し圧力への影

響を考察した。減合具合についても総合的に試験を行っ

た。また，均圧コネク ターのレセプタクノレとプラグの組

合わせ実験を行い試作コネクターの性能も評価したの
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aモールドコネデター(レセプタクル)と鈎庄プラグ
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"圧。
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20 
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3c 
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図4 試作均圧型油漬コネクター圧力試験結果 .

F:g 1. Results of pressure test of oi1 filled connector 

as a model. 

3.1 4芯モールドコネクター (レセプタクル)と

試作均圧コネクター (プラグ)

結果を図4aに示すじ4芯のモールドコネクター〈レ

セプタクノレ)と今回試作した均圧コネ クターを飯合して

繰り返しの圧力試験を試みた。結果は圧力による電圧変

動(すなわち接触抵抗)は極めて少なく，電圧はほとん

ど一定であった。

3.2 試作均庄コネクター(レセプタ クル)

均圧コネクター (プラグ)

と試作

今回試作した均庄コネクターのレセプタクル，プラグ

による圧力試験では今までで最も圧力による電圧変動の

少ないものとなった。結果を図4bに示すO 雲監圧変動は

ほとんどな く，圧力による影響をほとんど受けないと言

える O ただ，:数回ではあるが5mVほどの小さなパルス

状の波形があった。

これらの実験より， 今回試作された均圧コネクタ ーが

十分に大深度の圧力下で安定して電力を伝えられること

が確かめられたO

今回試作した均圧コネクターはモールドコネクター

CBrantner社製)と蔽合が可能なように寸法の点で互換

性を考えて設計を行った物であるc しかし互換に したた

ソケッ トレセプタクルとピンプラグの骸合では，プめ，

ラグの抜け防止にロッキングスリープの止めのために使

用するネジを使用したため，ネジ山が少なく強度的に問

題があり圧力試験中にレセプタクルのピンが損傷してし
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まったcそのため実用に際しては，ピンレセプタクル/

ソケットプラグの組み合わせであることが望まれる。

4 4芯コネクター(ピンレセプタクル/ソケットプ

ラグ)コンタクト変形についての試験

4芯コネクタ}のピンレセプタクルとソケットプラグ

は飯合した状態で20，000PSI(約1，400kgf / cnf)の圧力に

耐える規格になっている。しかし実際に圧力試験におい

て，グリースを入れるなどの処理を何もせず，市販され

ているままの状態同士で依合しo，..._.t， 275 kg f/ cmまでの
圧力をかけるとソケットプラグ内のコンタクトが内側に

変形してしまい，一度引き離した後.再び俵合しようと

しても不可能なほどに挿入が難しくなってしまった。蔽

合が難しくなったコネクターを縦にスライスする解体検

査を行ったところ，ソケットプラグのスリーブとコンタ

クトが内側に変形していることが判明したO そのため，

写真6 900沌f/cnf圧力試験後の変形

Photo 6 Damage after the 900kgf/cnf pressure test. 

写真7 l，OOOkgf/ cnf圧力試験後の変形

Phoも07 Damage after the 1 ，OOOkgf/ cnf pressure test. 

JAMSTECR， 34 (1996) 

写真8 1， 100kg[/ cnf圧力試験後の変形

Photo 8 Damage after 1，100kgf/cnf pressure test. 

写真9 1，275kgf/cnf圧力試験後の変形

Photo 9 Damage after 1，275kgf/cnf pressure test. 

コネクターを覆う特殊ゴムがコンタクトにめり込んでい

るように見える(写真6---9)。

そこで，どのくらいの圧力が加わった時プラグのコン

タクトが変形してしまうのかを調べた。 600，700， 800， 

900， 1，000， 1，100，1，275kgf/cmの，各圧力にて繰り返し圧

力試験を行ったcそのうち，900，1，000， 1，100， 1，275kgf 

/cdの圧力による繰り返し庄力試験後のコネクターを縦

にスライスし解体しコンタクトの変形具合を調べたc

その結果， 900kgficnfでわずかにコンタクトの変形が

見られ(写真6)，加えられた圧力が1，000， 1 ， 100， 1 ，275 

kgf/cnfと高くなるにつれてコンタクトの変形が大きくなっ

ていく事が判明した(写真7，..._. 9 )c 

また，今回初めてコネクターをスライスすることによっ

て，製造課程で写真7のように隣のコンタクトと今にも

くっつきそうになっているコネクターもあることが判明

したc
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図5 コンタクト変形の様子

Fig 5 process of distorting a contact. 

カ圧
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5 他社 (SUBCONN)のコネクターに対する繰り

返し圧力試験

モールドコネクターのメーカーはBrantnerネ土のイ也に

MacArthney社の物がよく使われているC ここではtv'Iac

Arthneyネ土のSubconnシリーズコネクターにBrantnerネ土

のモールドコネクターと同様の繰り返し圧力試験(0--

1，275kgf/cnfを5回)を実施した。蔽合方法は，グリー

スを入れた場合と入れない場合の2種類で、行った。今回

は同社の4・9・12芯の3種類のコネクターを試験した
(写真10)。

5.1 4芯， 9芯，12芯コネクター圧力試験

① グリ ースなしの場合

グリースなしにおける圧力試験では，圧力を上げた直

後から急激に電圧が下がりはじめ，やがて圧力の上昇と

ともに電圧降下率も小さくなりある程度の所で一定となっ

た。 一定となった後は圧力が上昇しでも若干元に戻る

(電圧上昇)傾向が見られたものの圧力保持中も減圧す

るまでその状態は保たれた。減圧を行い常圧に戻るとは

じめの電圧値に戻った。この一連の電圧変動は2回目以

降の繰り返し圧力試験でも同じように現れたc圧力によ

るこの電圧変動は4・9・12芯のコネクターでも同様の
変動であったがピン数が多くなるに従って電圧降下の割

合が大きくなる傾向が見られ，4芯では最大5mV(図

6 a)， 9芯では最大7mV， 12芯で、ほ最大20mV(図6b) 

であった。

②蔽合部にグリースありの場合

核合部にグリースありの場合における圧力試験では，

グリースを入れなかった場合に起きた電圧変動が4・9・
12芯いずれもかなり小さくなった。4・9芯ともにほと
んど電圧変動がなくなり，安定Lた状態となった。 12芯

にいたっては最大20mVもあった電圧変動がグリ ースを

入れることによって最大7mVにまで小さくなり，圧力

保持の時には電圧は加圧前の電圧値に戻った〈図6c)。

今回のこの他社のモールドコネクターにおいてもグリー

スを入れることによって蔽合がし易くなるばかりではな

くコネクターの電圧変動も抑制する効果があることが実

験によって確かめられた。

以上が4芯コネクターのソケットプラグにおげるコン

タクト変形の状態から推測される変形の過程である。

このタイプのコネクターは 7かいこう」においてはー

カ所，ランチヤ}の深度計で使われているだけである。

ただ，今回明らかになったソケットプラグの変形は水深

9，OOOm以上の水圧で起こる故障である。

t 

写真10 SUBCONNコネクター

Photo10 SUBCONN series connectors. 
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タイ7'"のコネクター
図6 SUBCONNコネクター圧力試験結果

Fig. 6 Results of pressure test of SUBCONN series 

connectors. 
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クノロジ一社製)を試作レ性能翻面することが目的であっ

TこO

諸実験から次のことが明らかになった。

① モールドタイプのコネク ターは，4芯 ・12芯とも

圧力の加圧 ・保持 ・減圧にともない接触抵抗(電圧)が

増加・一定・減少 (または減少 ・一定 ・増加)の変化を

することが判明した。

その接触抵抗変動(電圧変動)はコネクターの組み合

わせやピン数等によって変動の傾向が個々に異なった。

4芯ソケットレセプタクノレ/ピンプラグでは瞬間的なノぞ

ノレス状の電圧変動が見られるなどグリースを使用しない

時はかなり不安定で変動も大きい傾向があった。また，

4芯ピンレセプタクル/ソケットプラグではグリ ースを

使用しなくてもあまり電圧変動は起きなかったが高圧に

なるとソケット内部のコンタクトが変形を起こした。ま

た， 12芯では4芯に比べると半分の電圧変動になり，毎

回同じ山形状の電圧変動を見せた。

② 4芯コネクターのソケットレセプタクル/ピンプ

ラグの組み合わせにおいては，グリース等を使用せず¥

コネクター同士を蔽合して約900kgf/cnf以上の圧力をか

けると，ピンプラグ内のコンタクトが変形してしまい，

一度引き離してしまうと再核合が困難になってしまうこ

とが半リ明しfこO

③ コネクターの飯合時にグリースを飯合部に塗布す

ることで圧力による電圧変動をかなり押さえることが出

来ることが判明した。

その際，グリースの使用量については，一度入れて使

用し，使用後エアーを用いてグリースを出来る限り吹き

飛ばして再度圧力試験を行ってもグリースを入れた時と

変わらない状況であったことからグリースの量は少量で

も圧力による電圧変動を十分抑制出来るものと考えられ

る。

④ グリースがコネクターから出ないようにインシュ

ロックで止める方法は，グリ ース使用の効果を高めるこ

とが確認できた。グリースの流出が防止できるため繰り

返し使用に簡便である。

⑤根本対策品として試作した小型均圧型油漬コネク

ターは， Brantnerネ土モールドコネクターのレセプタクル

との飯合状態も良く，繰り返し圧力試験においても圧力
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による電圧変動はほとんど見られず，満足のいく結果で

あった。

今回試作した均圧コネクタ ーはBrantner社モールド

コネク.ターとの互換性を考えて設計を行った物である。

しかし，ソケッ トコンタクトにした場合， 一部強度的に

問題があり，実用にはピンレセプタク ル/ソケットプラ

グの組み合わせであることが望まれる。

⑤水中ケーブル〆ーカーのBrantner社以外のメー

カー， MacArtney宇土のSUBCONNシリ ーズのモールド

コネクターでも圧力による電圧の変動は見られたが，そ

の圧力による変動は前者の物に比べると非常に安定して

いて小さいものであった。

7 おわりに

今回の繰り返し耐水圧検査の接触抵抗調査によってモー

ルドコネクターは大小の差はあるが圧力の影響から電圧

変動 (接触抵抗変動)を生じることが確認された。今後，

モールドコネクターの使用に当たっては接触抵抗の変動

を考慮に入れた利用が望まれるが，規格等の変更が困難

な物やデリケートな所等は，今回試作した様な小型均圧

型油漬コネクターにする等の考慮が必要になるであろう。

今後は試作された均圧コネクターが実海域で使用でき

るかなど，実海域試験を行い，実用化にむけてより細か

いデータを更に積み重ねていく つも りである O
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